
研究の背景

　教科教育学では、近年、教科の本質に即した「真正な
学び（authentic learning）」の重要性が主張されており、
数学教育では児童生徒の「数学的探究」を充実させるこ
とが求められています。筆者は、そうした数学的探究と
いう言葉の意味を、数学の歴史的発展プロセスの一端を
描いたハンガリーの数理哲学者ラカトシュの論考、とり
わけ「証明と論駁の活動」に基づいて捉えています。
　証明と論駁の活動とは、端的に言えば、他者との議論
の下で証明と批判を繰り返しながら推測を洗練させてい
く活動です。これまでも証明と論駁の活動に着目した研
究は行われてきましたが、その活動を学校数学の場でい
かに実現するかということは、十分に明らかにはされて
きませんでした。

研究の成果

　証明と論駁の活動は様々な要素から構成されていま
す。たとえば、ラカトシュは反例を大局的反例（推測に
対する反例）と局所的反例（証明に対する反例）の２つ
に分けています。また、それぞれの反例への対処方法に
ついても、演繹的推量による内容の増加など、様々なも
のを挙げています。この研究では、まずこれらの要素か
らなる枠組みを構築し、それが児童生徒の活動を分析す
る際にも有効に機能することを示しました。
　次に、中学校数学科の幾何領域に焦点を当てて、証明
と論駁の活動を実現するための教材を開発してきました。
そして、中学校教師の協力を得て、開発した教材を実際

の授業で実践し、その有効性を明らかにしてきました。
　最近では、動的幾何ソフトウェア（dynamic geom-
etry software）を生徒が活用する環境を想定して、単
発の教材ではなく、複数の教材を配列した教材系列の開
発に取り組んでいます。そして、その教材系列によって
生徒の数学的探究が漸進的に深まること、および生徒が
証明と論駁の活動に取り組むだけでなく、そうした活動
を通じて、新たな数学的知識の構成も経験できることを
明らかにしてきました（図１、２）。

今後の展望

　この研究の成果によって、より多くの学校で、真正な
数学の学びが充実していくことが期待されます。今後は、
小学校や高等学校を対象としたり、幾何以外の分野でも
教材開発に取り組んでいきたいと考えています。加えて、
数学的探究の意味を証明と論駁の活動とは別の立場から
も捉えて、その探究活動を数学教育で充実させることに
も取り組んでいきたいと考えています。
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図２　動的幾何ソフトウェアを活用した授業の様子②図１　動的幾何ソフトウェアを活用した授業の様子①
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